
土

器

棺

の

副

葬

品

西

日

本

の

状

況

角

南

聡

一

郎

一
、

は

じ

め

に

　
ユ

　

従
来
、
土
器
棺
は

「子
供
」
の
墓
で
あ

る
か
ら
副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

い
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
土
器
棺
を
丹
念
に
検
討
し
て
い

く
と
、
実
は
多
様
な
副
葬
品
が
棺
に
納
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ

て
き
た

(角
南

一
九
九
九

a
、

一
九
九
九
b
、
角
南

・
山
内

一
九
九
八
)
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
西
日
本
に
お
け
る
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
前
期
の
土
器
棺

棺
内
か
ら
出
土
し
た
事
例
を
集
成
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
、

ど
の
よ
う
な
被
葬
者
の
土
器
棺

へ
副
葬
品
が
伴
に
埋
葬
さ
れ
た
か
を
考
え
て
み
た

い
。ま

た
、

こ
れ
ら
副
葬
品
は
、
土
器
棺

へ
副
葬
さ
れ
た
際
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が

込
め
ら
れ
、

い
か
な
る
習
俗
に
従

っ
て
副
葬
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
や
、
副
葬

品
の
数
量

・
種
類

に
つ
い
て
、
西
日
本
各
地
域
で
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
各
時
期

で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
諸
問
題

に

つ
い
て
言
及
し
た
い
。

二
、
副
葬
品
を
め
ぐ

っ
て

ニ
ー

一

研
究
の
現
状
と
問
題
の
所
在

ま
ず
こ
れ
ま
で
の
土
器
棺
墓
研
究
に
お
い
て
、
副
葬
品
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
き

た
か
を
み
て
い
き
た
い
。

土
器
棺
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
つ
い
て
、
最
初
に
注
目
し
紹
介
し
た
の
は
、

六
車
恵

一
で
あ
る
。
六
車
が
香
川
県
大
川
町
の
弥
生
時
代
終
末
の
墳
丘
墓

で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
大
井
遺
跡
を
調
査
し
た
際
、
墳
丘
墓
の
主
体
部
と
し
て
埋
設
さ
れ

た
土
器
棺
内
か
ら
下
半
部
の
欠
損
し
た
大
型
勾
玉

一
個
が
出
土
し
た
。
六
車
は
、

こ
の
第
五
号
に

「
乳
幼
児
」
が
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
、
勾
玉
は
最
初
か
ら
欠
損
し

た
も
の
を
納
め
た
と
し
た

(六
車

一
九
五
八
)。
ま
た
、
副
葬
品

の
意
義

に

つ

い
て

「
こ
の
勾
玉
を
も

つ
被
葬
者
の
階
級
的
、
階
層
的
差
異
あ
る
い
は
生
前
の
社

会
的
位
置
の
特
別
さ
を
推
定
さ
せ
る
」
と
考
え
た

(六
車

一
九
六
七
)。

こ
の
後
、

一
九
七
〇
年
代
は
土
器
棺
墓
の
研
究
自
体
が
停
滞
す
る
た
め
、
副
葬

品
に
つ
い
て
関
心
が
も
た
れ
る
の
は

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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愛
媛
県
松
山
市
祝
谷
六
丁
目
遺
跡
出
土

の
弥
生
時
代
中
期
後
半
～
後
期
前
葉
の

土
器
棺
内
か
ら
歯
と
貝
製
釧
が
出
土
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
下
條
信
行
は
北
部
九

州
と
松
山
平
野
と
の
交
流

一
端
で
あ
る
と

の
評
価
を
し
た

(下
條

一
九
九

一
)
。

坂
口
滋
皓
は
東
日
本

に
お
け
る
土
器
棺
墓
を
検
討
す
る
た
め
、
関
東
地
方
の
土

器
棺
墓
を
集
成
し
た
。

こ
こ
で
副
葬
品
に

つ
い
て
も
ふ
れ
、
関
東
地
方
の
場
合
全

般
を
通
じ
て
副
葬
品
を
所
有
す
る
土
器
棺
墓
は
、

一
六

一
例
中
七
例
と
僅
少

で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た

(坂
口

一
九
九
二
)。

亀
山
行
雄
は
、
岡
山
県
下
の
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
土
器
棺

墓
を
集
成
し
、
県
下
で
は
副
葬
品
を
伴
う
土
器
棺
墓
が
三
例
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
中
で
副
葬
品
に
つ
い
て
、
「
土
器
棺
墓
に
は
玉
類
を
副
葬
す
る
場

A
口が
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
極

め
て
少
な
く
、
(中
略
)
副
葬
品
は
皆

無
な
い
し
ご
く
僅
少
と
言
え
よ
う
」
と
述

べ
て
い
る

(亀
山

一
九
九
五
)。

清
水
真

一
は
、
西
日
本

の
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
初
頭
の
土
器
棺
墓
を
概
観
し

た
。
こ
の
中

で
副
葬
品

に
つ
い
て
、
極
め

て
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
乳
幼
児

棺
な
れ
ば
持
ち
物
は
当
然
少
な
い
こ
と
も
起
因
す
る
か
と
思
う
が
、
北
九
州
地
方

で
も
す
べ
て
が
多

い
わ
け
で
な
く
、
あ
る
種
の
棺
の
み
と
な
れ
ば
被
葬
者
の
政
治

・

経
済
的
立
場
を
あ
ら
わ
す
と
い
え
よ
う
」
と
結
ん
で
い
る

(清
水

一
九
九
八
)。

こ
の
よ
う
に
、
既
往
の
研
究
で
は
土
器
棺
墓
の
副
葬
品
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
稀

に
副
葬
品
が
伴

っ
て
も
、
被
葬
者
の
特
異

性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
具
体
的

・
論
理
的
な
説
明
は
あ
ま

り
さ
れ
て
な
い
。
そ
の
他
は
、
「土
器
棺
墓

ー
子
供

の
墓

-
薄
葬

-
副
葬
品
無
い

か
希
薄
」
と
い
う
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
所
産
た
る

コ

定
の
法
則
」
に
よ
っ
て
解

決
さ
れ
て
き
た
。
逆

に
副
葬
品
を
有
す
る
こ
と
の
意
義
、

つ
ま
り
副
葬
品
を
持

つ

も
の
と
、
持
た
ざ
る
も
の
の
差
異
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
成
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
時
期
的
、
地
域
的
な
副
葬
品
の
埋
納
状
況
に

つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
検
討
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
と
評
価
し
て
よ
い
。

ニ
ー
二

仮
説
の
設
定
と
検
討
方
法

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
先
に
見
た
よ
う
な
研
究

の
現
状
と
問
題
点
を
考
慮
し
、
土

器
棺

の
副
葬
品
に
つ
い
て
の
仮
説
を
設
定
す
る
。

【
仮
説
】

原
則
的
に
土
器
棺

へ
葬
ら
れ
る
の
は
当
時
の
社
会
で

「
了
供
」
と
さ
れ
た
年
齢

の
人
で
あ
る
が

(角
南

一
九
九
九
b
)、
「子
供
」
の
埋
葬

に
は
特
別
な
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
下
以
外
は

(有
機
物
の
副
葬
品
の
可
能
性
は
こ
こ
で
は
保
留
す
る
)
、

副
葬
品
を
埋
納
し
な
い
。
し
か
し
、
弥
生
時
代
終
末
の
段
階
に
な
る
と
、
階
層
分

化
が
顕
著
に
な
り
、
土
器
棺
内
に
副
葬
品
を
埋
納
さ
れ
る

「
子
供
」
も
現
れ
る
。

前
記
の
仮
説
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
西
日
本
各
地
域
の
事
例
を
あ
げ

筆
者
の
分
類
基
準
に
沿

っ
て
分
析

・
検
討
し
て
い
く
。
分
析
は
、
時
期
、
立
地
、

棺
の
器
種
組
成
、
埋
葬
状
態
、
副
葬
品
の
種
類
に
つ
い
て
お
こ
な
う
。

三
、
副
葬
品
を
有
す
る
土
器
棺

こ
こ
で
は
、
西
日
本
各
地
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
土
器
棺
に
つ
い
て
集
成
し
、

　
　

　

そ

の
概

要

を

項

目

別

に
見

て

い
き

た

い

(表

一
、

図

一
～

三
)
。
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表1西 日本の副葬品出土土器棺一覧

番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 構 名 時 期 立地 棺の分類 埋葬状態 副 葬 品 文 献
1 木崎 山口県山口市 第14号壺棺墓 弥生終末 B 13 斜位 鉄鍛1 辻田 ほか1976
2 木崎 山口県山口市 第15号壺棺墓 弥生終末 H Il 斜位 鉄鐵1 辻田 ほか1976
3 木崎 山口県山口市 第17号壺棺墓 弥生終末 A3 14 斜位 鉄1 辻田 ほか1976
4 糸谷 山口県山口市 第2号 壺棺 弥生終末 E2 Il 斜位 鉄錺il(棺 内)打 製石包丁1(棺 外) 戸成 ほか1979

5 白石 山口県山口市 鉄鍛1 小野1957
6 奥 ケ原 山口県玖珂郡周東町 sr‐5 弥生後期 F 11 管玉1 和田編1992
7 袋尻4号 墳 島根県松江市 土器棺1 古墳前期 Dl Il 横位 鉄剣1 曽 田編1998
8 長瀬高浜 鳥取県東伯郡羽会町 SXYO3 弥生前期末 B 12 横位 碧玉製管玉42 ㈱鳥取県教育文化財団編1982
9 青木 鳥取県米子市 FSXO2 古墳前期 D1 11 斜位 鉄製刀子1 清水 ほか1976
10 美和37号墳 鳥取県鳥取市 第2主 体 古墳前期 D1 11 横位 珠文鏡1、 玉40 山 田1994

11 矢坂山 岡山県岡山市 弥生後期 銅鍛1 水内1958
12 百間川原尾島 岡山県岡山市 土器棺2 弥生後期前半 E2 Il 斜位 ガラス玉10 柳瀬 ほか1994
13 甫崎天神山 岡山県岡山市 土器棺墓一D 弥生後期 B 17 斜位 玉4 柴 田ほか1994

14 津寺 岡山県岡山市 西川調査区1 弥生後期前半 E1 II4 斜位 鉄1 亀山 ほか1995
15 便木山 岡山県赤磐郡山陽町 K5 弥生後期後半 B 17 管玉1 神原1971
16 有本7号 墳 岡山県津山市 土器棺1 古墳前期 D1 13 直位 玉1 小郷1997

17 大井 香川県大川郡大川町 第五号 弥生終末 C2 11 勾玉1 六車1959

18 朝美澤 愛媛県松山市 B地 区SKl 弥生後期 B 12 斜位 土製勾玉1 松村 ・梅木1994
19 福音小学校構内 愛媛県松山市 1号壺棺 弥生終末 E2 Il 斜位 鉄1 梅木 ・武 正編1995

20 持田3丁 目 愛媛県松山市 土器棺4 弥生前期 B 16 斜位 管玉1 真鍋編1995
21 斎院鳥山 愛媛県松山市 10号壺棺墓 弥生終末 E1 碧玉製管玉1 作 田編1998
22 祝谷六丁目 愛媛県松山市 壺棺 弥生中期後葉 El 11 貝輪2 下條1991、 梅木編1994
23 水満田 愛媛県伊予郡砥部町 第1号 壺棺墓 弥生後期 E2 II2 斜位 石1 岡田1980
24 桧木田 愛媛県東宇和島郡宇和町 壺棺 弥生後期 E1 16 斜位 炭化米10数個 井櫻1990
25 ひびの きサ ウジ 局知県香美郡土佐山田町 SK22(壺 棺墓5) 弥生終末 E2 11 斜位 鉄器(鉄 製鎌?) 高橋1990
26 玉津田中 兵庫県神戸市 SP46001 弥生中期後葉 E2 II8 斜位 サヌカイ ト剥片6,炭 化米6以 上、炭化 した種子2種2以 上 深井 ほか1996
27 玉津田中 兵庫県神戸市 SP46002 弥生中期後葉 E2 II8 斜位 サヌカイ ト剥片10、 炭化米2、 炭化 した種子4種4以 上 深井 ほか1996
28 玉津田中 兵庫県神戸市 SP46009 弥生中期後葉 E2 II8 斜位 サヌカイ ト剥片1 深井 ほか1996
29 会下山 兵庫県芦屋市 M地 区1号 土墳 弥生後期初 E1 14 斜位 ガラス小玉1(棺 外) 村川 ・石野1964
30 東武庫 兵庫県尼崎市 5号墓土器棺墓 弥生前期末 Al 16 斜位 石1 山田編1995
31 新宮東山1号 墳 兵庫県龍野市 3号土器棺 古墳前期 D3 14 斜位 溶結凝灰岩製管玉2 岸本編1996

32 養久山40号墳 兵庫県揖保郡揖保川町 3号 主体部 弥生終末 C1 16 斜位 鉄1 深井 ・市橋1988
33 源氏山1号 墳 兵庫県養父郡八鹿町 第6主 体 古墳前期 D1 15 鉄鍛 瀬戸谷1994
34 源氏山3号 墳 兵庫県養父郡八鹿町 第2主 体 古墳前期 D1 鉄鐡 瀬戸谷1994

35 高末引谷古墳 兵庫県美方郡浜坂町 1号 埋納坑 古墳前期 D1 Il 炭化物 瀬戸谷1994
36 高末引谷古墳 兵庫県美方郡浜坂町 2号 埋納坑 古墳前期 D1 Il 炭化物 瀬戸谷1994
37 高末引谷古墳 兵庫県美方郡浜坂町 3号 埋納坑 古墳前期 D1 11 炭化物 瀬戸谷1994

38 内場山 兵庫県多紀郡西紀町 2号 土器棺 弥生終末 C1 14 斜位 不明鉄器1 中川編1993
39 安満 大阪府高槻市 壺棺 弥生中期後葉 A3 16 磨製石剣1(棺 外) 原 口1977
40 池田下 大阪府和泉市 土器棺墓3 弥生中期後葉 A2 II2 斜位 サ ヌカ イ ト剥片1 白石編1991
41 上人 ケ平20墳 京都府相楽郡木津町 SXlll 古墳前期 D3 14 斜位 ガ ラス小玉9 石井 ほか1991
42 宝蔵山4号 墳 京都府福知山市 第4主 体部 古墳前期 D1 II8 横位 刀子1、 槍先1(棺 内)鉄 錺i2(棺 外) 堤1967
43 唐古 ・鍵 奈良県磯城郡田原本町 SX101 弥生終末 E1 17 ガ ラス小玉3以 ヒ、碧玉製管玉1 藤田1984
44

」 太 田 ・黒 田 和歌山県和歌山市 土器棺 弥生中期中葉 El 16 斜位 砥石1 栗本1996

ゆ
①

表2東 日本の副葬品出十十器棺 一覧

番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 構 名 時 期 1r地 棺の分類 埋葬状態 副 葬 品 文 献
1 差渋 茨城県ひたちなか市 第117号 土坑 弥生中期後葉 B II4 貝輪未製品2 樫村1995

2 柳沢 茨城県那珂湊市 弥生中期後葉 E2 II2 直位 管玉1 塩谷1989
3 鶴塚古墳 千葉県印西市 古墳前期 D1 12 直位 滑石製小玉ll 市毛1973
4 有馬 群馬県渋川市 SK123 弥生終末 A3 II4 逆位 ガラス小玉3 佐藤1990

5 有馬 群馬県渋川市 SK404 弥生終末 A3 15 横位 ガラス小玉2 佐藤1990
6 有馬 群馬県渋川市 SK369 弥生終末 A3 11 直位 ガラス小玉13 佐藤1990
7 有馬 群馬県渋川市 SK373 弥生終末 A3 Il 横位 ガラス小玉4 佐藤1990

8 有馬 群馬県渋川市 SK72 弥生終末 A3 15 斜位 ガラス小玉6 佐藤1990
9 太田古墳 福井県大野市 3号 主体部 古墳前期 D2 Il 横位 碧玉製管玉1 青木 ほか1976
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今
回
、
管
見
に
ふ
れ
た
事
例
は
三
七
遺
跡
四
四
例
あ

っ
た
。
地
域
別
に
見
て
み

な
　

　　　

る
と
、
中
国
地
方
で

一
四
遺
跡

一
六
例
、
四
国
地
方
で
九
遺
跡
九
例
、
近
畿
地
方

で

一
四
遺
跡

一
九
例
と
な
る
。

土
器
棺
の
帰
属
時
期
を
決
定
す
る
時
に
、
問
題
が
生
じ
る
。
土
器
を
土
器
棺
に

転
用
す
る
際
に
、
土
器
の
帰
属
時
期
を
最
も
特
徴
的
に
示
し
て
い
る
口
縁
部
を
打

ち
欠
く
場
合
が
多
い
た
め
、
時
期
を
厳
密

に
規
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら

だ
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
時
期
区
分
を
、
弥
生
時
代
前
期
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
、

中
葉
、
後
葉
、
弥
生
時
代
後
期
、
弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
初
頭
、
古
墳
時
代

前
期
と
し
て
い
る
。

こ
の
区
分
に
よ
れ
ば
弥
生
時
代
前
期
が
三
例
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
は
事
例
が

な
い
。
弥
生
時
代
中
期
中
葉
は

一
例
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
は
六
例
、
弥
生
時
代

後
期
は

=

例
、
弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
初
頭
は

=

例
、
古
墳
時
代
前
期

は

=

例
と
な
る
。

立
地
は
、
A

一
類
が

一
例
、
A
二
類
が

一
例
、
A
三
類
が
二
例
、
B
類
が
六
例
、

C

一
類
が
二
例
、
C
二
類
が

一
例
、
D

一
類
が

一
〇
例
、
D
三
類
が
二
例
、
E

一

類
が
七
例
、
E
二
類
が
八
例
、
F
類
が

一
例
、
H
類
が

一
例
で
あ
る
。

棺
の
器
種
組
成
は
、
1

一
類
が

一
四
例
、

1
二
類
が
二
例
、
1
三
類
が
二
例
、

1
四
類
が
四
例
、
1
五
類
が

一
例
、

1
六
類
が
六
例
、
1
七
類
類
が
二
例
、
H
二

類
が
二
例
、
H
四
類
が

一
例
、
H
八
類
が
四
例
で
あ
る
。

副
葬
品
は
、
鉄
器
に

つ
い
て
は
、
鉄
鍛
が

=

例
、
鉄
製
刀
子
が
二
例
、
鉄
製

槍
先
が

一
例
、
鉄
剣
が

一
例
、
不
明
鉄
器
が
二
例
で
あ
る
。
青
銅
器
は
、
銅
鍛
が

一
例
、
銅
鏡
が

一
例
で
あ
る
。
玉
類
は
、
小
玉
が
三
例
、
管
玉
が
六
例
、
勾
玉
が

一
例
、
ガ
ラ
ス
小
玉
が
四
例
で
あ
る
。
石
器
は
、
磨
製
石
剣
が

一
例
、
打
製
石
斧

が

一
例
、
打
製
石
鍬
二
例
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
剥
片
が
四
例
、
砥
石
が

一
例
で
あ
る
。

そ
の
他
に
貝
輪
が

一
例
、
種
子
等

の
炭
化
物
が
伴

っ
た
例
が
六
あ
る
。

副
葬
品
の
出
土
位
置

に
つ
い
て
は
、
棺
内
か
ら
は
四

一
例
あ
り
、
棺
外
か
ら
は

二
例
あ
る
。
ま
た
棺

の
内
外

に
副
葬
品
を
伴
う
例
が
二
例
あ
る
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
西
日
本
地
域
の
土
器
棺
に
は
副
葬
品
を
伴
う
土
器
棺

が
予
想
外

に
多
く
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

四
、
副
葬
品
を
ど
う
と
ら
え
る
か

四
-

一

時
期

・
立
地

・
副
葬
品
の
種
類
に
つ
い
て

こ
れ
ら
副
葬
品
を
伴

っ
た
土
器
棺

つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
。
ま
ず
時
期

別
出
土
傾
向
に
注
目
し
て
み
る

(図
四
)
。
弥
生
時
代
前
期

に
は

一
定
数

の
副
葬

品
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
土
器
型
式
的
に
北
部
九
州
と
の
類
似
が
指
摘

で
き
る
、
中
国

・
四
国
地
方
で
特
徴
的

で
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。
弥
生
時
代
中
期

中
葉
ま
で
は
副
葬
品
を
伴
う
例
は
、
全
時
期
を
通
じ
て
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
時

期
が
、
副
葬
品
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
土
器
棺
墓
習
俗
の

一
つ
の
画
期
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
副
葬
品
を
伴
う
も
の
が
多
く
な
る
の
は
弥
生
時
代
後
期
に
入

っ

て
か
ら
で
あ
る
。
以
降
弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
初
頭
、
古
墳
時
代
前
期
と
ほ

ぼ
安
定
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

副
葬
品
を
伴

っ
た
土
器
棺

の
立
地
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
を
み
て
み
る

(図
五
)。
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図4副 葬品の時期別出土傾向
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最
も
副
葬
品
出
土
頻
度
の
高
い
の
は
D

一
類

の

一
〇
例
で
、
次
い
で
E
二
類
の
八

例
、
E

一
類
の
七
例
、
B
類
の
六
例
の
順

で
多
く
、
そ
の
他
は

一
～
二
例
と
事
例

は
少
な
い
。

事
例
を
あ
げ
な
が
ら
各
時
期
の
副
葬
品
を
伴
う
土
器
棺
墓
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
検
討
し
て
み
よ
う
。
弥
生
時
代
後
期

の
岡
山
県
津
寺
遺
跡
例
は
、
自
然
河
道
を

挟
ん
だ
対
岸
に
は
土
器
棺
墓
二
～
五
が
群

を
構
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
土
器

棺
墓
に
は
副
葬
品
が
全
く
伴

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
土
器
棺
墓

一
は
溝
を
挟
ん
だ

対
岸
に
単
独
で
立
地
し
、
鉄
鍛

一
個
が
伴

っ
て
い
る

(亀
山
ほ
か

一
九
九
五
、

図
六
)。
土
器
棺
墓

一
に
埋
葬
さ
れ
た

「
子
供
」
が
、
他
の

「子
供
」

と
区
別
さ

れ
た
と
も
解
釈
出
来
る
。
こ
れ
が
階
層
差

を
示
す
も
の
な
の
か
、
異
常
死
し
た
も

の
を
弔
う
た
め
の
特
別
な
措
置
か
は
判
断

に
苦
し
む
。
こ
こ
で
は
、
た
だ
安
易
に

階
層
差
と
し
て
扱
う
に
は
問
題
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

古
墳
時
代
前
期
前
半
の
兵
庫
県
新
宮
東

山

一
号
墳
の
土
器
棺
は
、
周
溝
外
に
群

を
構
成
し
て
三
基
が
検
出
さ
れ
た
。
管
玉
を
伴

っ
た
の
は
三
号
土
器
棺
棺
の
み
で
、

ほ
か
の
二
基
か
ら
は
副
葬
品
は
検
出
さ
れ

て
い
な
い

(図
七
)
。

三
号
土
器
棺
棺

身

に
使
用
さ
れ
た
壺
の
胎
土
に
は
角
閃
石
を
多
く
含
み
、
讃
岐
地
方
産
で
あ
る
と

さ
れ

(岸
本
編

一
九
九
六
)
、
他
の
二
基
の
棺
身
に
使
用
さ
れ
た
土
器
は
い
ず

れ
も
在
地
産
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
棺

へ
埋
葬
さ
れ
た

「子
供
」
が
様
々
な
意
味

で

特
別
視
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
古
墳
時
代
前
期
に
は
副
葬
品
は
古
墳
と
関
係
し

た
土
器
棺
か
ら
の
み
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
点
や
、
土
器
棺
と
い
う
葬
法
が
主

と
し
て
古
墳
と
い
う
墓
制
の

一
葬
制
と
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

　　
　

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
副
葬
品
を
持
て
る
よ
う
な
階
層
の

「
子
供
」
が
土
器

棺

へ
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
古
墳
時
代
前
期
の
事
例
を
二
例
あ
げ
て
お
く
。
そ

の

一
つ
は
岡
山
県
有
本
七
号
墳
で
あ
る

(図
八
)。
こ
の
古
墳

の
埋
葬
主
体
は
二

つ
あ
り
い
ず
れ
も
木
棺
が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
号
主
体
を
切

っ
て

土
器
棺

一
と
土
器
棺
二
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
副
葬
品
は
第

一
主
体
か
ら
錨

一
点

と
ガ
ラ
ス
小
玉

一
点
が
、
土
器
棺

一
か
ら
ガ
ラ
ス
小
玉

一
点
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し

て
い
る

(小
郷

一
九
九
七
)。
注
目
し
た
い
の
は
土
器
棺
が
い
ず
れ
も
第

一
主

体
を
切

っ
て
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
点
と
、
第
二
主
体
に
は
副
葬
品
が
存
在
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
器
棺

一
に
は
副
葬
品
が
伴

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

も
う

一
例
は
、
島
根
県
袋
尻
四
号
墳
で
あ
る

(図
九
)。

こ
の
古
墳
は
墳
頂
部

に
中
心
主
体
と
し
て
自
然
石
を
使
用
し
た
埋
葬
施
設
と
土
器
棺
1
が
、
東
側
斜
面

に
土
器
棺
H
が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
然
石
を
使
用
し
た
埋
葬
施
設
は
後
世

の
撹
乱

の
た
め
破
壊
さ
れ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
副
葬
品
は
土
器
棺
1
か
ら
出
土

し
た
鉄
剣

の
み
で
あ
り
、
土
器
棺
H
か
ら
は
副
葬
品
は
出
土
し
て
い
な
い

(曽
田

編

一
九
九
八
)。

こ
れ
ら
二
例
か
ら
窺
え
る
の
は
、
土
器
棺
に
副
葬
品
が
伴
う
場
合
は
、
古
墳
と

関
係
す
る
土
器
棺
の
中
で
も
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
墳
頂
部
の
中
心
主
体
に
埋

設
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
墳
丘
の
端
に
位
置
す
る
も
の
か
ら
の
副
葬
品
の
出
土
例

は
無
く
、
京
都
府
上
人

ヶ
平
二
〇
号
墳
の
周
溝
内
に
埋
設
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
小
玉
が

伴

っ
た
S
X

一
=

と

(石
井
ほ
か

一
九
九

一
)
、
前
述

の
古
墳
時
代
前
期

で
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も
古
い
段
階
の
兵
庫
県
新
宮
東
山

一
号
墳
三
号
土
器
棺
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
新

宮
東
山
古
墳
は
時
期
的

に
過
渡
期
の
資
料

で
あ
る
た
め
説
明
で
き
る
が
、
上
人

ヶ

平
二
〇
号
墳
例

に
つ
い
て
は
中
心
主
体
が
削
平
さ
れ
て
お
り
、
土
器
棺
と
の
対
比

が
で
き
な
い
た
あ
、
現
状

で
は
保
留
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
古
墳
周
溝
内

に
土
器
棺
を
埋
葬
す
る
習
俗
は
、
古
墳
時
代
前

・
中
期
の
山
陰
地
方
を
中
心
と
し

た
日
本
海
側

で
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
。
鳥
取
県
倉
吉
市
の
古
墳
時
代
中
期
イ
ザ
原

六
号
墳

の
周
溝
内
土
器
棺
か
ら
は
、
ガ
ラ
ス
小
玉

一
点
が
出
土
し
て
い
る
し

(根

鈴

一
九
八
三
)、
福
井
県
大
野
市

の
古
墳
時
代
前
期
太
田
七
号
墳

の
周
溝
内

に

埋
葬
さ
れ
田
三
号
主
体
内
か
ら
も
碧
玉
製
管
玉
が

一
点
出
土
し
て
い
る

(青
木
ほ

か

一
九
七
六
)。

副
葬
品
の
種
類
に
つ
い
て
、
各
時
期
別

で
み
て
み
よ
う
。
弥
生
時
代
前
期
は
碧

玉
製
管
玉
と
打
製
石
鍛
の
二
種
が
あ
る
。
前
期

の
事
例
は
中
国
地
方
と
四
国
地
方
、

近
畿
地
方
で
認
あ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
兵
庫
県
東
武
庫
遺
跡
例
で
は
、
副
葬
品

と
し
て
打
製
石
鍛

一
個
を
伴
う
土
器
棺
は
、
方
形
周
溝
墓
の
方
台
部
隅
に
埋
設
さ

れ
て
お
り
、
被
葬
者
の

「
子
供
」
が
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
か
の
印
象
を
与

え
る
。

弥
生
時
代
中
期
中
葉
は
、
和
歌
山
県
太
田

・
黒
田
遺
跡
例
の
み
で
実
態
が
不
明

で
あ
る
。
棺
内
か
ら
出
土
し
た
砥
石
は
副
葬
品
で
は
な
く
、
砥
石
が
固
定
石
と
し

て
転
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

弥
生
時
代
中
期
後
葉
は
、
兵
庫
県
玉
津
田
中
遺
跡
例
と
大
阪
府
池
田
下
遺
跡
例

は
と
も
に
サ
ヌ
カ
イ
ト
剥
片
を
副
葬
し
て
い
る
。
玉
津
田
中
遺
跡

で
は
他

に
種
子

が
炭
化
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
、
弥
生
時
代
前
期
と
比
較
し
て
も
、
そ
れ

以
降

の
時
期
と
比
較
し
て
も
貧
弱
な
副
葬
品
し
か
伴
わ
な
い
。
例
外
的
に
大
阪
府

安
満
遺
跡
例
の
磨
製
石
剣
が
伴

っ
た
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
棺
外
か
ら

の
出
土
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
例
が
近
畿
地
方
の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
前
時

代
と
比
較
し
て
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
副
葬
品
の
種
類
が
増
加
し
、
ガ
ラ
ス
玉
や
鉄
鍛
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地
域
的
に
は
や
は
り
近
畿
地
方
で
は
兵
庫
県
会
下
山
遺

跡
で
棺
外
か
ら
ガ
ラ
ス
玉
が
伴

っ
た
例
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

分
布
の
中
心
は
近
畿
地
方
以
外
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
初
頭

で
は
、
山
口
県
や
愛
媛
県

で
副
葬
品
を
伴
う

事
例
が
目
立

っ
て
増
加
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
北
部
九
州
地
方
か
ら
の
影
響
が
十

器
様
相
の
類
似
か
ら
も
窺
え
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
場
合
が
、
棺
内

に
鉄
鍛
を

一

個
副
葬
し
て
い
る
こ
と
が
特
筆
で
き
よ
う
。

四
1
一一

副
葬
品
を
め
ぐ
る
習
俗

前
述
し
た
よ
う
に
、
山
口
県
や
愛
媛
県
で
は
弥
生
時
代
終
末
に
な
る
と
棺
内
に

鉄
鍛
を

一
個
だ
け
副
葬
す
る
習
俗
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
副
葬
品

に
ま

つ
わ
る
習
俗
に
つ
い
て
若
干
考
え
て
み
た
い
。

北
部
九
州
で
は
土
坑
墓
や
甕
棺
墓
か
ら
石
剣

・
銅
剣
の
切
先
の
み
が
出
十
す
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
切
先
に

つ
い
て
は
、
人
体

へ
の
刺
突
に
よ

っ
て
、
体
内

に
残

っ
た
も
の
と
の
解
釈
が
あ
る
が

(橋

口

一
九
九
二
)
、
近
年
こ
れ
に
対
し

て
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
。
福
島
日
出
海
は
切
先
の
残
存
部
長
と
出
土
状
況
の
検
討

103一
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か
ら
、
こ
れ
ら
の
切
先
が
故
意
に
折
り
取
ら
れ
、
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
可

能
性
を
主
張
し
た
。
切
先
の
副
葬
は

「剣
先
の
重
視
」
と
い
う
考
え
の
基
に
お
こ

な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る

(福
島

一
九
九
八
)
。

こ
れ
を
支
持
す

る
な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
土
器
棺

へ
鉄
鍛
、
も
し
く
は
石
鍛
が
副
葬
さ
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た

「
剣
先
重
視
」
の
影
響
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、

「弓
」
の
呪
力
と
も
関
係
が
指
摘

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
は
土
器
棺

へ
の
副
葬
品
全
体
に
い
え
る
傾
向
で
あ
る
が
、
土
器
棺

へ
の
副
葬
品
は

一
個
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
単
に

「子
供
」
の
墓
は

「大
人
」
の
墓
に
比

べ
、
薄
葬
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
理
解
出
来
な
い
。

弥
生
時
代
前
期
の
愛
媛
県
持
田
三
丁
目
遺
跡
例
で
の
管
玉

一
個
や
兵
庫
県
東
武
庫

遺
跡
例
の
石
鍛

一
個
の
よ
う
に
、
前
期
で
既
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
弥
生
時
代

中
期
の
様
態
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
こ
の
意
味
が
弥
生
時
代
後
期
以
降
、
石
鍛

や
鉄
鍛
、
鉄
製
刀
子
を

一
個
だ
け
棺
内
に
納
め
る
こ
と
の
意
味
と
系
譜
的

に
繋
が

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら

の
事
例
か
ら
、

「子
供
」
の
副
葬
品

の
数
と
し
て
の

コ

」
に
執
着
し
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
。

『大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
コ

が
」
の
意
味
と
し
て

「物

の
は
じ
め
」
、
「
す
こ

し
、
わ
ず
か
、
ち
ょ
っ
と
」
、
「す

べ
て
、

み
な
」

と
い

っ
た
意
味
が
見
ら
れ
る

(諸
橋

一
九
五
五
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
考

え
る
と
若
く
し
て
死
ん
だ

「子
供
」
の
、

「
わ
ず
か
」
で
あ

っ
た
生
涯
に
対
し
て
、
「す

べ
て
」
を
来
世

で
は
全
し
て

「大
人
」

に
な
れ
る
よ
う
に
願

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
香
川
県
大
井
遺
跡
や
、
愛
媛
県
朝
美
澤
遺
跡
、
大
阪
府
安
満
遺
跡
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
勾
玉
、
土
製
勾
玉
、
磨
製
石
剣
が
そ
れ
ぞ
れ
故
意

に
打
ち
欠
か
れ

た
状
態

で

一
個
だ
け
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
愛
媛
県
持
田
三
丁
目
遺
跡

の
弥
生

時
代
前
期
の
土
器
棺
四
か
ら
出
土
し
た
管
玉
は
、
筆
者
が
実
見
し
た
結
果
、
両
端

が
意
図
的
に
破
砕
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
土
器
棺
墓

に
隣
接
し
た
土

坑
墓
内
か
ら
も
碧
玉
製
管
玉
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
完
全
な
形

で
あ
り
、
意
図
的
な
破
壊
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
土
器
棺
墓
出
土

の
管
玉
の
石

材
は
碧
玉
製
で
は
な
く
や
や
軟
質
の
石
材
を
使
用
し
て
い
る
。

島
根
県
袋
尻
四
号
墳
の
古
墳
時
代
前
期
の
土
器
棺
1
か
ら
は
、
鉄
剣
が
意
図
的

に
二

つ
に
折
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
棺
身
に
転
用
さ
れ
た
壺

の
口

縁
部
内
面
に
は
漆
と
考
え
ら
れ
る
黒
色
物
が
ま
ん
べ
ん
な
く
塗
布
さ
れ

て
い
た

(曽
田
編

一
九
九
八
)
。
鉄
剣
が
二
つ
に
折
ら
れ
て
副
葬
さ
れ
る
と
い
う
行
為
を

考
察
す
る
う
え
で
、
参
考
と
な
る
鉄
器
の
特
異
な
副
葬
例
が
弥
生
時
代
後
期
後
半

～
古
墳
時
代
前
期
の
北
部
九
州
地
方
を
中
心
と
し
て
見
ら
れ
る
。
佐
々
木
隆
彦
は
、

こ
れ
ら
の
折
り
曲
げ
ら
れ
て
副
葬
さ
れ
た
鉄
器
を
集
成
し
検
討
し
た
。
佐
々
木
に

よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
副
葬
鉄
器
に
は
鉄
剣

・
鉄
刀
な
ど
の
武
器
、
刀
子

・
鉋

・
墾

な
ど
の
工
具
、
鎌

・
手
鎌
な
ど
の
農
具
が
あ
り
、

三
三
例
が
知
ら
れ
る
と
い
う

(佐
々
木

一
九
九
八
)
。
鉄
器
を
折
り
曲
げ
る
意
味
と
し
て
佐
々
木
は

「個
人
の

所
有
物
で
あ
る
鉄
器
を
折
り
曲
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
も
の
に
本
来
持

っ
て
い
る
機

能
を
不
能
に
す
る
意
味
が
あ
り
、
冥
界
に
旅
立

つ
証
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
推
測

し
、
時
と
し
て
、
穿
孔
さ
れ
た
土
器

(仮
器
)
や
部
分
的
、
あ
る
い
は
完
全
に
破

壊
さ
れ
た
土
器
が
供
献
さ
れ
る
こ
と
と
の
共
通
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
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も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
山
陰
地
方
で
は
、
鳥
取
県
鳥
取
市

の
桂
見

一
号

墳
か
ら
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
剣
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
習
俗
が
山
陰
地

方

へ
も
当
時
波
及
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「黒
」
と
い
う
色
を
埋
葬

の
際

に
意

識
的
に
用
い
る
事
例
と
し
て
甕
棺
外
面
を
黒
く
塗
る
風
習
が
北
部
九
州
の

一
部

の

地
域
で
存
在
す
る
こ
と
と
の
関
連
が
想
起

さ
れ

(井
上

一
九
七
八
)
、

こ
の
点

で
も
北
部
九
州
の
習
俗
と
の
関
係
が
指
摘

で
き
よ
う
。

折
れ
曲
が

っ
た
鉄
器
は
石
蓋
土
坑
墓
、
箱
式
石
棺
墓
、
木
棺
墓
、
甕
棺
墓
と
い
っ

た

「大
人
」
の
埋
葬
に
伴

っ
て
副
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
子
供
」

の
副

葬
品
に
も
わ
ざ
わ
ざ
壊
す
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

埋
葬
の
際
に

「大
人
」
の
場
A
口と
同
様
の
行
為
が

「
了
供
」

の
埋
葬

の
際

に
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

付
言
す
れ
ば
、
土
器
棺
棺
身
に
使
用
さ
れ
た
土
器
の
胴
部
穿
孔
と
い
う
行
為
は
、

近
畿
地
方
で
は
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
い
が
、
士
口
備

・
讃
岐

・
伊
予
地
方
で
は
弥
生

時
代
後
期
前
半
～
後
半
に
か
け
て
特
徴
的

に
銅
部
穿
孔
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が

窺
え
る
。
こ
の
銅
部
穿
孔
と
い
う
習
俗
は
、
破
損
さ
れ
た
副
葬
品
を
伴
う
地
域
に

多
く
、
「
子
供
」
を
埋
葬
す
る
際
の
儀
礼

の

一
連
の
行
為
と
し
て
副
葬
品

の
損
壊

や
銅
部
穿
孔
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
が
各
地
域

・
各
時
期
に
普
遍
的
な
行
為

で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
類
例

の
増
加
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
棺
内
と
棺
外

に
副
葬
品
を
伴
う
例
が
二
例
あ
る
。
山
口
県
糸
谷
遺
跡
例
で

は
、
棺
内
か
ら
は
鉄
鍛

一
個
が
、
棺
外
か
ら
は
打
製
石
斧
が
出
土
し
た
。
棺
内
と

棺
外
の
遺
物
に
時
間
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
告
者
は
棺
外
か
ら
出
土
し
た
打
製

石
斧
に
つ
い
て
は
混
入
の
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る

(戸
成
ほ
か

一
九
七
九
)。

も
う

一
例
は
京
都
府
宝
蔵
山
古
墳
例
で
あ
る
が
、
土
器
棺
は
主
体
部
と
し
て
埋
設

さ
れ
て
お
り
、
二

つ
の
大
型
の
長
胴
甕
を
利
用
し
た
も
の
で
、
長
径
は
三

・
三

m

と
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
棺
の
大
き
さ
か
ら
被
葬
者
は
他

の
土
器
棺
と
異
な
り

「大
人
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
副
葬
品

の
多
様

さ
も
納
得

で
き
、
棺
の
内
外
に
副
葬
品
が
伴
う
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

こ
の
土
器
棺

の
時
期

は
古
墳
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に

は

「大
人
」
が
特
殊
な
土
器
棺
に
埋
葬
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
玉
津
田
中
遺
跡
例
や
、
兵
庫
県
高
末
引
谷
古
墳
例
な

ど
で
見
ら
れ
る
種
子
な
ど
の
炭
化
物
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
炭
化
物
は
、
偶

然
に
も
炭
化
し
た
た
め
に
依
存
し
た
有
機
物
の
副
葬
品
で
あ
り
、
副
葬
品
が
伴

っ

て
い
な
い
と
さ
れ
る
土
器
棺
に
も
本
来
は
種
子
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
土
器
棺
を
調
査
す
る
際
に
は
、
棺
内
埋
土
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
、
花
粉
分
析
な
ど
を
行
い
、
微
細
な
遺
物
を
検
出
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

西
日
本
の
土
器
棺
墓
の
副
葬
品
の
出
土
状
況
を
、
東
日
本
の
事
例
を
坂

口
滋
皓

の
研
究
を
参
考
と
し
て
比
較
し
て
み
よ
う

(坂
口

一
九
九

一
、

一
九
九
二
)
。

東
日
本
の
土
器
棺
墓
の
副
葬
品
は
西
日
本
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か

　　
　

る

(表
二
)。
副
葬
品
の
種
類
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
は
貝
輪
、
管
玉
が
、

弥
生
時
代
後
期
前
半
～
後
半
は
ガ
ラ
ス
小
玉
が
、
弥
生
時
代
終
末
～
古
墳
時
代
前

期
で
は
滑
石
製
小
玉
、
碧
玉
製
管
玉
が
見
ら
れ
る
。
数
量
は
単
数
の
も
の
、
複
数
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の
も
の
と
ば
ら

つ
き
が
大
き
く

一
定
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
金
属
器
の
副

葬
が
な
い
こ
と
も
東
日
本
の
土
器
棺
副
葬
品
で
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
弥
生
時
代
～
古
墳
時
代
前
期
に
か
け

て
の
東
日
本
で
の
金
属
器
の
希
少
性
に

起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方

で
は
子
供
の
位
置
付
け
が
西
日
本
の
状

況
と
は
異
な

っ
て
い
た
こ
と
に
理
由
を
求
め
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
⊥

二

仮
説
の
検
証

こ
こ
で
先
に
設
定
し
た
仮
説
を
検
証
し

て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事

を
総
合
す
れ
ば
、
副
葬
品
を
持

て
る
よ
う
な
階
層
の

「
子
供
」

の
土
器
棺

へ
の
埋

葬
が
行
わ
れ
る
の
は
弥
生
時
代
後
期

に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
弥
生
時

代
後
期
の
土
器
棺
墓
の
み
で
構
成
さ
れ
た
墓
域

で
副
葬
品
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
異
常
死
し
た

「子
供
」
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
副
葬
品

の
有
無

11
階
層

性
と
い
う
図
式
で
安
易
に
結
論
付
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
後
古
墳
時

代
前
期
に
至
り
、
副
葬
品
を
伴
う
土
器
棺

は
古
墳
の
中
心
主
体
と
し
て
埋
葬
さ
れ

た

「子
供
」
に
の
み
許
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
こ
の
時
期

に
は

階
層
性
と
直
結
し
た
、
古
墳
を
構
築
可
能
な
階
層
の
後
継
者
と
し
て
の

「
子
供
」

の
埋
葬
に
の
み
に
副
葬
品
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
よ
う
で
あ
る

こ
と
が
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
今
回
設
定
し

た
仮
説
は
大
筋
で
は
支
持

で
き
る
と
い

え
よ
う
。五

、
小

結

以
上
、
西
日
本
地
域

の
土
器
棺
に
は
副
葬
品
を
有
す
る
も
の
が
意
外
と
あ
り
、

そ
の
副
葬
品
も
多
様
な
種
類
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
う
ち
弥
生
時
代
終
末

前
後
に
は
、
石
鍛
や
鉄
鍛
を

一
個

の
み
副
葬
品
と
し
て
納
め
る
場
合
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
行
為

に
は

一
定

の
共
通
し
た
意
味
が
あ

っ
た
と
考
え

た
。
ま
た
、
土
器
棺
内
か
ら
炭
化
し
た
種
子
が
出
土
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、

本
来
は
種
子
な
ど
の
有
機
物

の
副
葬
品
が
あ

っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

弥
生
時
代
後
期
以
降
は
、
明
ら
か
に
副
葬
品
を
有
す
る
土
器
棺

へ
埋
葬
さ
れ
た

の
は
、
副
葬
品
を
多
く
納
め
ら
れ
る
よ
う
な
階
層
の

「子
供
」
で
あ
る
と
理
解
で

き
、
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
階
層
文
化
が
顕
著

に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
窺
わ
せ
る

事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
北
部
九
州
地
方
で
も
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
、
副
葬
品
を
有
す
る

「子
供
」
用
の
土
器
棺
墓
が
あ
り

(
藤
田

一

九
八
八
)、
今
後

こ
れ
ら
の
事
例
と
対
比
を
行
い
な
が
ら
土
器
棺
の
時
期
差
や
地

域
差
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
期

・
地
域
ご
と
の

「子
供
」
の
実
態
に
迫

っ

て
み
た
い
。
(文
章
中
敬
称
略
)

謝
辞

本
稿
作
成
に
お
い
て
は
、
水
野
正
好
先
生
、
酒
井
龍

一
先
生
の
御
指
導
を

賜

っ
た
。
ま
た
、
以
下
の
諸
先
生

・
諸
氏
に
も
資
料
実
見
等
で
御
教
示

・
御
協
力

を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

井
馬
好
英
、
梅
木
謙

一
、
鐘
方
正
樹
、
金
村
浩

一
、
北
野
隆
亮
、
作
田

一
耕
、
柴

田
昌
児
、
田
畑
直
彦
、
富
田
尚
夫
、
中
川

寧
、
西
川
修

一
、
西
川
真
美
、
藤
澤

典
彦
、
松
田
順

一
郎
、
六
車
恵

一
、
吉
田

広

(順
不
同

・
敬
称
略
)
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【註
】

(
1
)
本
来

は
墓
制
と
し

て
の

「
土
器
棺
墓
」
と

い
う

語
と

い
う
と
、

方

形
周

溝
墓

や
古

墳

の
主
体
部
と
し

て
埋
葬
用

に
土
器
が
使
用

さ
れ

て
い
る
場

合

の
、

葬
法

と

し

て
の

「
土
器
棺
」
と

い
う
語
が
存
在
す

る
が
、
文
中

で
は
混
乱
を

回
避

す
る
た

め
あ

え

て
用

語
は
統

一
し

て
い
な

い
。

(
2
)
土
器
棺

・
土
器
棺
墓

の
諸
属
性

に

つ
い
て
は
、

前
稿

に
基
本

的

に
従
う
が

(
角
南

.

山
内

一
九
九
八
、
角
南

一
九
九
九

a
、

一
九

九
九
b
)
、
対
照
地
域

を
拡

大
す

る

に
あ

た

っ
て
要
所

で
改
訂

を
行

っ
て
い
る
。
本

稿

で
問
題

と
す

る
、

そ

の
立

地

.
棺

の
器
種
組
成

・
埋
葬
状
態

に

つ
い
て
あ
げ

て
お
く
。

《立
地
》

A
類

-
方

形
周
溝

墓

・
円
形
周
溝
墓
と
立
地
上
関
係
す

る
も

の

A

一
-
方

(
円
)
形
周
溝
墓

の
主
体
部
と
し

て
埋
置
さ
れ

た
も

の

A
二

i
方

(
円
)
形
周
溝
墓

の
溝
内

・
溝
底

に
埋
置

さ
れ

た
も

の

A
三

ー
方

(
円
)
形
周
溝
墓

に
隣
接
し

て
埋
置

さ
れ

た
も

の

B
類

-
土
墳
墓
と
立
地
上
関
係
す

る
も

の

C
類

-
墳
丘
墓
と
立
地
上
関
係
す

る
も

の

C

一
-
墳
丘
墓

の
主
体
部

と
し
て
埋
置

さ
れ
た
も
の

C
ニ
ー
墳
丘
墓

の
盛
土

・
墓
墳
内

に
埋
置

さ
れ
た
も

の

D
類

-
古
墳

と
立
地
上

関
係

す
る
も
の

D

一
1
古
墳

の
主
体
部
と
し

て
埋
置
さ
れ
た
も

の

D
ニ
ー
古

墳

の
墳
丘
隅

に
埋
置
さ
れ
た
も

の

D
三

-
古
墳

の
周
溝
内

に
埋
置
さ
れ
た
も

の

D
四

-
古
墳

に
隣
接
し

て
埋
置
さ
れ
た
も

の

E
類

-
単

一
墓
制

(
他

の
墓
制
と
立
地
上
関
係
し
な

い
も

の
)

E

一
i
単
独

E

二
ー
複
数

F
類

-
住
居
跡

の
覆
土
中

・
床
下

・
周
辺

に
埋
置
さ
れ
た
も

の

G
類

-
支
石
墓
と
立
地
上
関
係
す

る
も

の

H
類

-
箱
式
石
棺
墓
と
立
地
上
関
係
す

る
も

の

《器
種
組
成
》

1
類

-
棺
身

に
壺
を
使

用
す

る
も

の

1

一
-
棺
蓋

に
壺

を
使

用
す
る
も
の

1
ニ

ー
棺
蓋

に
甕

を
使

用
す
る
も

の

1
三

-
棺
蓋

に
高

杯
を
使
用
す
る
も

の

1
四

-
棺
蓋

に
鉢
を
使
用
す
る
も

の

(
台
付
鉢

も
含
む
)

1
五

ー
棺
蓋

に
石
を
使
用
す

る
も

の

(
板
石

・
河
原
石
等
)

1
六

-
棺
蓋
が
無

い
も

の

(
11
単
棺
)

1
七

-
棺
蓋
が
不
明

で
あ

る
も

の

(削
平

・
撹
乱
な
ど
を
受
け

て
い
る
)

1
八

1
そ
の
他

H
類

-
棺
身

に
甕
を
使
用
す

る
も

の

H

一
-
棺
蓋

に
壺
を
使

用
す

る
も
の

H
二
ー
棺
蓋

に
甕
を
使

用
す

る
も
の
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H
三

ー
棺
蓋

に
高
杯
を
使
用
す

る
も

の

H
四

-
棺
蓋

に
鉢
を
使
用
す

る
も

の

(台
付
鉢

も
含

む
)

H
五

-
棺
蓋

に
石
を
使
用
す

る
も

の

(板
石

・
河
原
石
等
)

H
六

-
棺
蓋
が
無

い
も

の

(
"
単
棺
)

H
七

ー
棺
蓋
が
不
明

で
あ

る
も

の

(削
平

・
撹
乱

な
ど
を
受

け
て

い
る
)

H
八

1
そ

の
他

皿
類

-
土
器
蓋
土
坑
墓

《
埋
葬
状
態
》

ほ
ぼ
直
立
な
も

の
を
正
位
、
墓
坑

に
対

し
て
横

に
置
か

れ

て
い

る
も

の
を
横

位
、

棺
が
天
地
逆

に
置
か
れ
る
も

の
を
逆
位
、

そ
れ
以
外

を
斜
位

と
す

る
。

(
3
)
島
根
県
鹿
島
町
奥
才
三

四
号
墳

で
は
、
壺
を

棺
身

と
棺

蓋

と
し

て
用

い
た
土
器

棺

状

の
遺
構
が
検
出
さ
れ

て
い
る

(赤
沢

ほ
か

一
九

八
五
)。

こ

の
中

に
、

碧

玉
製

石

釧

一
、
涙
文
鏡

一
、
碧
玉
製
勾
玉

一
、
號
珀
製
勾

玉

一
が
納

め

ら
れ

て
い
た
。

こ
れ

を
土
器
棺
と
考
え

る
立
場

(清
水

一
九
九

八
)
、
祭

祀
遺
構

と
考

え
る
立

場

(
松

本

一
九
八
六
、
東
森

一
九
九

四
)
が
あ

る
。

こ
の
土

器

の
内
部

に
は
礫

が
半
分

近

く
ま

で
充
填
さ
れ

て
お
り
、
筆
者

は
土
器
棺

か
ど
う
か
の
判
断
は
保
留
し

て
お
く
。

(
4
)
兵
庫
県
龍
野
市
宝
記
山
遺
跡

で
は
、
墳
丘
上

に
弥

生
時

代

後
期

の
壺

を
棺

身

と
し

た
土
器
棺
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
同
遺
跡

か
ら
は

ガ

ラ

ス
小

玉
が

一
一
個
出

土

し

て

い
る
が
、

こ
れ
ら
が
土
器
棺
か
ら
出
土

し
た
と
す

る
記
述

(
松
本

一
九
七

八
)

と
、

そ
う

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
と
す

る
記
述

(岸
本

一
九
八
〇
)

の
双
方

が
あ

り
、

今
回

の
集
成
か
ら

は
除
外
し
た
。

(
5
)
大
阪
府
八
尾
市
萱
振
遺
跡

で
は
、
古
墳
時
代

前
期

の
土

器
棺

墓
計

一
〇
基

に
よ

っ

て
構
成
さ
れ

た
墓
域

が
検
出

さ
れ
て
い
る

(大

野
編

一
九
八

三
)
。

こ
れ
ら

は

「
子

供
」

の
墓

の
み
が
独
立

し
て
い
た
可
能
性
を

示
唆

し

て
お

り
、

古
墳

と
関

係
し

て
埋

葬
さ
れ
た

「
子
供

」

と

は
背
景

が
異

な

っ
て
い
る
と

考

え
ら

れ
る
。

こ
の
よ

う
な

「
子
供
」

の
墓
域

が
独
立

し
て
存
在

し
て
い
る
例

は
、
弥
生
時
代
終
末

～
古
墳

時
代

初

頭

の
讃
岐
地
方

で
僅

か
な
が
ら
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
厳

密

に
は
、

古

墳
と

関
係

し

て

埋
葬
さ
れ
た

「
子
供
」

と
、
古
墳

と
は
無
関
係

に
埋

葬

さ
れ

た

「
子
供

」

の

二
者

が

あ

る
こ
と

に
な

る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
包
括

し
た

「
子
供

」

の
墓

地
域

に

つ
い

て

は
、

い
ず
れ
稿
を
改

あ
て
論

じ
る
予
定

で
あ
る
。

(
6
)
茨
城
県

の
場
合
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
段
階

で
は
周
溝

墓

は

一
部

分
波

及
し

て
お

ら
ず
、

こ
の
時
期

の
土
器
棺
墓

は
再
葬
墓

の
系

譜
上

で
捉

え
た
方

が
理
解
し

や
す

い
。

こ
の
た
め
差
渋
遺
跡

に
副
葬

さ
れ
た
貝
輪

に

つ
い
て
、

報

告
者

は
壮

年
女

性
用

の
も

の
で
あ

る
と
考

え
て
お
り
、
土

器
棺

11

「
子
供
」

と

い
う
単
純

な
図

式

で
は
理
解

で

き
な

い
と
し

て
い
る

(樫
村

一
九

九
五
)
。

こ
う
し
た
理
由

か
ら
安

易

に
西

日
本

の

同
時
期

の
資
料

と
比
較

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【引
用

・
参
考
文
献
】

赤
沢
秀
則
ほ
か

一
九
八
五

『奥
才
古
墳
群
」
鹿
島
町
教
育
委
員
会

青
木
豊
昭
ほ
か

一
九
七
六

『太
田
山
古
墳
群
と
糞
置
庄
」
福
井
県
郷
土
史
懇
談
会

井
櫻

達

一
九
九
〇

『県
営
圃
場
整
備
事
業

(宇
和
地
区
)
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

宇
和
町
教
育
委
員
会
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石
井
清
司
ほ
か

一
九
九

一
『京
都
府
遺
跡
調
査
報
告
書

第

一
五
冊

上
人
ケ
平
遺
跡
」

(財
)
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

市
毛

勲

]
九
七
三

『下
総
鶴
塚
古
墳
の
調
査
概
要
』
千
葉
県
教
育
委
員
会

井
上
裕
弘

一
九
七
八

「甕
棺
を
黒
く
塗
る
風
習
」
『山
陽
新
幹
線
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
」
九

福
岡
県
教
育
委
員
会

梅
木
謙

一
編

一
九
九
四

『道
後
城
北
遺
跡
群
」
H
松
山
市
教
育
委
員
会

・
(財
)
松
山
市

生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

梅
木
謙

一
・
武
正
良
浩
編

]
九
九
五

「福
音
小
学
校
構
内
遺
跡
」
松
山
市
教
育
委
員
会
・

(財
)
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

大
野

薫
編

一
九
八
三

『萱
振
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」
1

大
阪
府
教
育
委
員
会

岡
田
敏
彦

一
九
八
〇

[水
満
田
遺
跡
」
『
一
般
国
道
三
三
号
線
砥
部
道
路
関
係
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
所
1
」
(財
)
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

小
郷
利
幸

一
九
九
七

『有
本
古
墳
群
」
津
山
市
十
地
開
発
公
社

・
津
山
市
教
育
委
員
会

小
野
忠
熈

一
九
五
七

一本
州
の
西
端
地
方
に
お
け
る
弥
生
式
壺
棺
墓
の
性
格
」
『
日
本
考

古
学
協
会
第
二
〇
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」
日
本
考
古
学
協
会

樫
村
宣
行

一
九
九
五

『差
渋
遺
跡
」
(財
)
茨
城
県
教
育
財
団

亀
山
行
雄

一
九
九
五

「十
器
棺
墓
に
つ
い
て
」
『津
寺
遺
跡
二
」
日
本
道
路
公
団
広
島
建

設
局
岡
山
工
事
事
務
所

・
岡
山
県
教
育
委
員
会

岸
本
道
昭

一
九
八
〇

「揖
保
川
下
流
域
に
お
け
る
壺
棺
の
]
資
料
」
『兵
庫
考
古
」

二

兵
庫
考
占
研
究
会

岸
本
道
昭
編

一
九
九
六

『新
宮
東
山
古
墳
群
」
龍
野
市
教
育
委
員
会

栗
本
美
香

一
九
九
六

「太
田
・
黒
田
遺
跡
第
二
四
次
調
査
」
『和
歌
山
市
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
年
報
」
三

(財
)
和
歌
山
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団

神
原
英
朗

一
九
七
三

『便
木
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
山
陽
団
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
団

(財
)
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
編

一
九
八
二

『長
瀬
高
浜
遺
跡
」
W

(財
)
鳥
取
県
教

育
文
化
財
団

坂
口
滋
皓

一
九
九

一
「東
日
本
弥
生
墓
制
に
お
け
る
土
器
棺
墓

(
一
)」
『神
奈
川
考
古
」

二
七

神
奈
川
考
古
同
人
会

坂
口
滋
皓

一
九
九
二

「東
日
本
弥
生
墓
制
に
お
け
る
土
器
棺
墓

(二
)」
『神
奈
川
考
古
」

二
八

神
奈
川
考
古
同
人
会

佐
々
木
隆
彦

一
九
九
八

「折
り
曲
げ
た
副
葬
鉄
器
」
『九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
」
二

三

九
州
歴
史
資
料
館

塩
谷
修

一
九
八
九

「霞
ヶ
浦
沿
岸
に
お
け
る
弥
生
時
代
土
器
棺
墓
の
]
例
」
『土
浦
市
立

博
物
館
紀
要
」

一

土
浦
市
立
博
物
館

柴
田
秀
樹
ほ
か

一
九
九
四

[五
、
甫
崎
天
神
山
遺
跡
」
『山
陽
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発

掘
調
査
』
八

岡
山
県
教
育
委
員
会

清
水
真

一
ほ
か

一
九
七
六

「青
木
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
1

青
木
遺
跡
調
査
団

清
水
真

一
一
九
九
八

「西
日
本
の
土
器
棺
」
『弥
生
人
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
福
岡
市
立
博

物
館

下
條
信
行

一
九
九

一
「松
山
平
野
と
道
後
城
北
の
弥
生
文
化
」
『松
山
大
学
構
内
遺
跡
」

松
山
市
教
育
委
員
会

・
(財
)
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一110一



白
石
耕
治
編

一
九
九

一
『池
田
下
遺
跡
」
和
泉
丘
陵
内
遺
跡
調
査
会

角
南
聡

一
郎

一
九
九
九
a

「初
期
区
画
墓
と
土
器
棺
墓
」
『古
川
遺
跡
』
門
真
市
教
育
委

員
会

角
南
聡

一
郎

一
九
九
九
b

「西
日
本
の
土
器
棺
墓
と
埋
葬
遺
体
」
『奈
良
大
学
大
学
院

研
究
年
報
」
四

奈
良
大
学
大
学
院

角
南
聡

一
郎

・
山
内
基
樹

一
九
九
八

「兵
庫
県
下
の
土
器
棺

・
十
器
棺
墓
」
『播
磨
大
中

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
播
磨
町
教
育
委
員
会

・
奈
良
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

瀬
戸
谷

皓

]
九
九
四

『加
陽
土
屋
ケ
鼻
遺
跡
群
」
豊
岡
市
教
育
員
会

・
豊
岡
市
立
郷

土
資
料
館

高
橋
啓
明

一
九
九
〇

『
ひ
び
の
き
サ
ウ
ジ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
土
佐
山
田
町
教
育

委
員
会

辻
田
耕
次
ほ
か

一
九
七
六

『朝
田
墳
墓
群
-

木
崎
遺
跡
」
建
設
省
山
口
工
事
事
務
所

・

山
口
県
教
育
委
員
会

堤

圭
三
郎

一
九
六
七

[宝
蔵
山
古
墳
群
発
掘
調
査
概
要
」
『埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概

報
」
京
都
府
教
育
委
員
会

戸
成
崇
和
ほ
か

一
九
七
九

『朝
田
墳
墓
群
W

糸
谷
遺
跡
」
建
設
省
山
口
工
事
事
務
所
・

山
口
県
教
育
委
員
会

中
川

渉
編

一
九
九
三

『内
場
山
城
跡
」
兵
庫
県
教
育
委
員
会

根
鈴
輝
雄

一
九
八
三

『
イ
ザ
原
古
墳
群

・
小
林
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
」
倉
吉
市
教

育
委
員
会

橋
口
達
也

一
九
九
二

「弥
生
時
代
の
戦
い
」
『九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』

一
七

九

州
歴
史

資
料
館

原
口
正
三

一
九
七
七

「
考
古
学
か
ら
み

た
原
始

・
古
代

の
高
槻
」
『
高
槻
市
史

」

一

高

槻
市

役
所

東
森
市

良

一
九
九
四

「
出
雲
地
方

に
お

け
る
古
墳
時
代
前
期
墓
制

に

つ
い
て
」

『
山
陰

地

域

に
お
け
る
日
朝
交
流

の
史
的
展
開
」
島
根
史
学
会

深
井
明
比
古

ほ
か

一
九
九
六

『
玉
津

田
中
遺
跡
』

五

兵
庫
県
教
育
委
員
会

深
井
明
比
古

・
市
橋
重
喜
編

一
九
八
八

『養
久

・
乙
城
山
」
兵
庫
県
教
育
委
員
会

藤
田
三
郎

一
九
八

四

『
唐
古

・
鍵
遺
跡

黒

田
大
塚
古
墳
」

田
原
本
町
教
育
委
員
会

藤
田

等

一
九
八
八

哨
北
部
九
州

に
お
け
る
弥

生
時
代
未
成
人
埋
葬

に

つ
い

て
」

『
日
本

民
族

・
文
化

の
生
成

一
』
六
興
出
版

福
島

日
出
海

一
九
九
八

「石
製

及
び
青

銅
製
武
器

の
切
先
副
葬

に

つ
い
て
」

『
九
州

考
古

学
』
七
三

九
州
考
古
学
会

松
本
正
信

一
九
七

八

【考
古
学

か
ら
み
た
龍
野
」
『
龍
野
市
史
』

]

龍

野
市

松
村

淳

・
梅
木
謙

一

一
九
九
四

「
朝
美
澤
遺
跡

一
次
調
査
地
」
『
大
峰

ケ
台
丘

陵

の
遺

跡
」
松
山
市
教
育
委

員
会

・

(
財
)
松
山
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ

ー

松
本
岩
雄

一
九

八
六

【
墳
丘
出
土

の
大
形
土
器
」
『
山
陰
考
古
学

の
諸
問
題
」

真
鍋

昭
文

編

一
九
九
五

『
持
田
三
丁
目
遺
跡
』

(財
)
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

水

内
昌
康

一
九
五
八

「
備
前
矢
坂
山
出
土

の
二
個

の
銅
鍛
」
『
古
代
吉
備
」

二

古
代

吉

備
研
究
会

村
川
行
弘

・
石
野
博
信

一
九
六

四

『
会
下
山
遺
跡
」
芦
屋
市
教
育
委
員
会

六
車
恵

一

一
九
六

一

【
讃
岐

に
お
け
る
合

口
土

器
」
『香
川
県
文
化
財
協
会

報
」

特

別
五
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号

香
川
県
文
化
財
協
会

六
車
恵

一

一
九
六
七

「讃
岐
に
お
け
る
合
口
土
器
と
前
期
古
墳
」
『考
古
学
研
究
」
一
四
-

一

考
古
学
研
究
会

諸
橋
轍
次

一
九
五
五

『大
漢
和
辞
典
」
巻

一

大
修
館
書
店

柳
瀬
昭
彦
ほ
か

一
九
九
四

『百
間
川
原
尾
島
遺
跡
」
三

岡
山
県
教
育
委
員
会

山
田
清
朝
編

一
九
九
五

『東
武
庫
遺
跡
」
兵
庫
県
教
育
委
員
会

山
田
真
宏

一
九
九
四

『平
成
四
・
五
年
度

美
和
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
(財
)
鳥

取
市
教
育
福
祉
振
興
会

和
田
嘉
之
編

一
九
九
二

『奥
ケ
原
遺
跡
」
(財
)
山
口
県
教
育
財
団
・
山
口
県
教
育
委
員

会
【追

記
】
本
稿
は
本
来
、
光
森
正
士
先
生

の
御
退
職
を

記
念

し
た

『
文

化

財
学

報
」

の
た

め

に
用
意
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
号

の
完
成

を
御
覧

に
な

る

こ
と

な

く
、

三
月

三

一
日

に
先
生
は
不
帰

の
人
と
な
ら
れ

た
。
筆
者

は
本
稿
執
筆

の
際
、
御
世
話

に
な

っ

た
六
車
恵

一
先
生
か
ら
、
香
川
県

の
あ

る
石
仏

に

つ
い
て
光
森

先
生

へ
意

見

を
聞

い
て

ほ

し

い
と

の
依
頼
を
受
け

て
い
た
。
し
か
し
光
森
先
生

の
御
健

康

が
優

れ
な

い

た
め
、

そ

の

機
会

を
持

て
ず
延
ば
し
延
ば
し
し

て
い
た
。

そ
の
結
果

、

つ
い

に
光

森
先

生

か

ら
直
接

御

意

見
を
頂
戴
す
る

こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
今
と

な

っ
て
み
れ

ば
残

念

で
し

か
た

な
く
、
六
車
先
生

に
も
誠

に
申
し
訳
な

い
ば
か

り
で
あ

る
。

光

森
先

生

の
御

冥
福

を
御

祈

り
し
、
拙

い
本
稿
を
捧
げ
る

こ
と
を
許

さ
れ
た

い
。

【補

記
】
校
正
中

に
、

い
く

つ
か

の
資
料

に
気
付

い
た

の

で
補

足

し

て
お

き
た

い
。

大
阪

府

八
尾
市
亀

井
遺

跡

で
は
弥
生
時
代
中
期
後
葉
、

一
号

方
形

周
溝

墓
五

号
土

器
棺
内

か

ら

鉄

刀

一
点

が
出
土

し

て
い
る

(
杉
本

・
岩
瀬
ほ
か

一
九
八
六
)
。

こ
の
土

器
棺

は
方

形
周

溝
墓

の
方
台
部

に
斜
め

に
埋
設
さ
れ

て
お
り
、
棺
身

に
甕

、
棺
蓋

に
鉢

を
使

用

し

て
い
る
。

ま
た
、
奈
良
県
磯

城
郡
田
原
本
町
法
貴
寺
遺
跡

で
は
弥
生

時
代

後
期

の
土

器
棺

三
基

が
検

出

さ
れ
た
が
、

こ
の
う
ち
壷
棺
墓

(
一
)

の
中

か
ら
鉄
鍛

1
点

が
出
土

し
て
い
る
。

【
補
記
文
献
】

杉
本

二
郎

・
岩
瀬
透

ほ
か

一
九
八
六

『
城
山

(
そ
の

一
)
」
大
阪
府
教
育

委
員

会

・
㈲
大

阪
文
化
財

セ

ン
タ
ー

長
谷
川
俊
里

一
九

八
三

「法
貴
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調

査
概
報

(
第

二
冊
)

一
九
八

二
年
度
」
奈
良
県
橿

原
考
古
学
研
究
所
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